事業計画書(新製品共創事業)
１　申請者の概要

	事業所名
	岡崎市役所株式会社

	代表者職氏名
	代表取締役　岡崎　太郎

	所在地
	〒444-0034
岡崎市十王町２丁目９番地

	主たる業種
	※日本標準産業分類「E.製造業」の中分類で記載してください。
輸送用機械器具製造業

	主たる事業内容
及び生産品
	自動車用生産設備の関連備品製作等

	会社設立年月日
	平成15年５月7日

	資本金（出資金）
	1,000万円
	従業員数
	20人

	電話番号
	0564-23-▼▼▼▼

	FAX番号
	0564-23-〇〇〇〇

	メールアドレス
	soumu@city.okazaki.〇▼.jp

	連絡者職氏名
	総務部総務課　室長　岡崎次郎


2　事業計画の内容
	新製品名
	〇〇と▽▽を組み合わせた◇◇装置

	共創した企業名
	株式会社OKAZAKI

	共創に至った経緯
	現在、自社では自動車業界を中心に、生産整備の発注依頼があり、製品を作っているが、近年、自動車業界の100年に1度の変革期とも言われており、受注も少なくなってきている。
このため、自動車業界以外の分野の仕事を模索していたところ、出展した展示会で名刺交換をした㈱OKAZAKIは、▽▽を製造しているが、
その金属加工部分を手作業で行っているとのこと。
そこで自社の自動車用生産設備の開発技術と、▽▽業界の知識とを組み合わせて、新たな▽▽業界に適した加工装置の開発を手掛けることになった。

	新製品開発の目的
	今回、実際に、▽▽業界の知識を、聞きながら装置を作るため、▽▽業界のニーズに沿った加工装置の開発が期待できる。


	新製品の内容・

効果・特徴
	【内容】
▽▽業界で主に手作業で行われている精密な加工技術について、㈱OKAZAKIと共同で、加工装置の開発を手がける。
【効果】
現在、手作業で行っている技術を、加工装置で担うことができれば、熟練の職人でなくても加工を行うことができるようになる。

また、職人のミスによる不良品も減少される。

【特徴】
○○の部分を自動車用生産設備の◇◇方法を応用する。
まだ、▽▽業界では、使用されていない部品を使用する。
メーカー保証期間を設けて、ユーザーに安心して使用してもらい、その都度製品の使用感や改善点などを聞き、更なる開発を進める予定。


	目標とする成果
	現在、自社は自動車業界の仕事を中心としているが、▽▽業界が自社の２本目の柱になることを目指す。
このため、まずは㈱OKAZAKIとつながりのある▽▽業界の人との人脈を形成し、販売目標は年間３億円を超えたいと考えている。


	具体的な事業日程　
	４月　ヒアリング・工場内見学
５月　展示会での市場調査
６月　第一回打合せ(装置機能の確認)

６月　第二回打合せ(デザインの確認)
７月　第三回打合せ（図面の確認、部品の選定）

８月　第四回打合せ（詳細設計）
９月　第五回打合せ(試作物の確認)

12月　試作品完成


	備考
	


３　他の公的補助金（助成金）の交付を受けた実績

· 国、県、市等から過去１年以内に補助金を受けたことがあるものを記入してください。
	補助金名
	令和５年度岡崎ものづくり支援補助金(見本市出展事業)

	事業主体（国、県、市等）
	岡崎市

	テーマ名
	メッセナゴヤ2023

	補助金額
	35万円


４　他の公的補助金（助成金）との重複(当てはまる場合はレ点を入れてください。)
☑本補助金申請と同内容で国、県等への申請は行っていません。

※本補助金申請と同内容で国、県等へ申請を行っている場合は重複して採択しません。
記載例








